
金
滞
古
肢
志
巻
二
十

人
の
兄
弟
あ
り
。
弟
丸
磁
後
に
一
宇
右
衛
門
と
一
式
ひ
、
此
子
を
甲
斐
守

と
い
ふ
。
甲
斐
の
予
を
左
京
と
い
へ
り
。
平
右
衡
門
は
五
十
飴
歳
、

甲
斐
は
二
十
二
歳
也
。
左
京
は
二
十
一
歳
に
て
病
死
す
。
石
見
守
の

内
室
は
、
利
家
卿
の
御
妹
に
て
、
御
死
去
の
後
、
高
島
平
右
衛
門
下

屋
敷
に
一
・
寺
建
立
有
り
て
、
長
久
寺
と
名
付
け
た
り
。
元
和
九
年
に

高
畠
左
京
死
去
の
時
、
家
老
共
長
久
寺
へ
寄
合
ひ
て
、
戒
名
を
住
持

陀
脅
か
せ
け
る
に
、
か
や
う
に
何
茂
若
死
被
v
成
.
遁
々
小
身
に
成
り

給
ふ
事
、
に
が
/
¥
し
き
，
次
第
哉
と
.
和
倫
笑
止
が
り
け
る
に
‘
家

老
堀
岡
新
布
衛
門
申
し
け
る
は
、
先
年
平
右
衛
門
殿
死
去
の
時
は
、

日
蓮
宗
法
蓮
寺
に
て
都
港
の
相
談
有
v
之
底
に
、
跡
縫
甲
斐
殿
蹄
宗
に

・
な
ら
れ
け
る
ゆ
ゑ
K
.
宗
国
日
の
跡
次
伊
之
て
は
、
導
師
す
る
事
不
自
罷

成
-
よ
し
住
持
申
し
け
れ
ば
、
左
京
弟
の
猿
松
を
宗
旨
の
跡
衣
に
可
炉

仕
皆
申
入
れ
、
色
々
扱
ひ
に
て
法
蓮
寺
に
て
葬
港
究
り
け
り
。
然
る

に
法
蓮
寺
に
て
法
曾
有
v
之
時
、
諸
事
の
規
式
を
逆
に
執
行
し
、
行
道

を
折
り

τ調
伏
し
た
り
と
風
聞
し
た
り
。
猿
松
殿
も
左
様
の
事
を
聞

か
れ
候
て
、
甲
斐
殿
・
左
京
殿
と
同
宗
に
成
り
給
ふ
。
然
る
ゆ
ゑ
に
や

有
り
け
ん
‘
三
代
共
に
若
死
相
つ
ピ
〈
事
普
々
敷
と
物
語
申
し
け
る

が
、
猿
松
は
後
主
膳
と
稀
し
‘
千
石
の
身
代
と
成
り
、
杉
江
兵
助
の

. .・. . O
法
蓮
寺
駿
跡

延
貨
の
金
滞
閏
に
、
泉
野
寺
町
高
岸
寺
の
向
に
、
法
蓮
寺
前
口
二
十

六
間
奥
行
四
十
五
聞
と
あ
り
て
、
今
大
国
寺
の
寺
地
問
克
也
。
法
蓮
寺

は
法
華
宗
に
て
、
京
都
本
園
寺
の
末
友
り
。
寛
永
三
年
に
徳
川
二
代

将
軍
秀
忠
公
上
洛
に
付
き
、
中
納
言
利
常
卿
も
上
洛
し
給
ひ
、
本
国

寺
を
技
館
と
せ
ら
る
。
此
の
時
本
園
寺
の
弟
子
僻
目
翁
と
云
ふ
も

の
、
太
平
記
理
聾
紗
を
相
侮
し
居
た
る
に
依
っ
て
、
利
常
卿
本
園
寺

に
滞
在
し
給
ふ
問
、
日
翁
よ
り
御
相
僻
申
上
げ
た
り
。
故
に
利
常
卿

金
揮
に
鱒
披
し
給
ふ
後
、
日
翁
を
金
津
ヘ
招
き
寄
せ
ら
れ
、
泉
野
に

於
て
寺
地
を
賜
は
り
、
一
・
寺
を
建
立
す
。
寺
鋭
を
法
蓮
寺
と
披
し
、

則
ち
目
翁
開
組
と
た
り
し
が
、
一
冗
藤
十
二
年
五
月
住
職
不
埼
之
儀
に

付
寺
破
却
相
成
り
‘
翌
十
三
年
寺
跡
を
大
岡
寺
住
職
心
岩
和
倫
に
賜

は
り
、
大
国
寺
を
ぽ
跡
地
に
移
輔
建
立
す
と
い
へ
り
。
今
大
国
寺
門

内
に
戸
室
石
の
燈
錨
二
基
左
右
に
建
て
た
り
。
寺
停
に
云
ふ
。
是
法

蓮
寺
の
遺
器
た
り
と
。
右
燈
錨
に
貧
永
五
戊
子
裁
八
月
日
と
彫
刻

す
。
按
や
る
に
‘
賀
永
は
一
元
総
以
後
の
年
鋭
た
り
。
法
蓮
寺
磁
却
後

陀
ー
建
て
た
る
怠
れ
ば
、
法
蓮
寺
の
遺
器
と
い
ひ
停
ふ
も
の
‘
恐
ら
く

は
趨
聞
左
ら
ん
か
。

金
調
停
古
蹟
志
巻
二
十

二
四

聾
と
成
り
、
三
哉
の
女
子
一
人
を
残
し
、
二
十
五
裁
に
て
果
て
ら
れ

た
り
。
高
島
誕
の
内
に
法
華
経
信
心
の
方
々
は
、
子
v
今
残
り
て
家
繁

昌
す
。
宗
門
替
り
た
る
は
慈
し
L
と
‘
寛
永
の
初
の
頃
ま
で
是
を
鐙

擦
に
し
て
、
日
蓮
宗
の
談
議
は
益
盛
ん
に
怠
り
た
り
と
ぞ
聞
え
け
る

と
云
々
。
ま
た
享
保
録
に
も
、
一
奇
談
を
載
せ
た
り
。
高
畠
木
工
菩

提
所
高
岸
寺
へ
参
詩
す
る
に
‘
住
持
の
銑
話
に
回
く
、
吾
が
宗
旨
に

非
ざ
れ
ば
成
悌
し
難
し
と
、
段
々
宗
窓
を
解
か
れ
た
り
。
共
頃
審
主
松

雲
公
逝
去
し
給
ふ
折
怠
れ
ば
、
木
工
回
〈
、
我
が
君
此
節
逝
去
し
給

へ
り
。
上
人
の
設
の
如
〈
友
ら
ぽ
‘
必
A
Y
我
が
君
も
地
獄
へ
至
り
給

ふ
ぺ
し
。
我
が
父
祖
よ
り
君
の
恩
総
を
受
け
、
妻
子
を
は
ご
く
み
安

穏
な
る
も
、
是
君
の
重
恩
也
。
生
き
て
恩
を
報
せ
宇
ん
ば
、
死
に
歪

り
て
報
い
奉
ら
ん
。
吾
極
柴
へ
往
き
‘
君
を
地
獄
へ
落
し
奉
ら
ん
帯
、

本
意
に
非
4
1
0

今
日
よ
り
改
宗
し
て
亡
君
と
共
に
獄
卒
と
た
ら
ん
と

い
う
て
、
既
に
座
を
起
ち
け
る
慮
、
高
岸
寺
住
職
茜
だ
打
驚
き
て
、
高

畠
木
工
を
ぽ
引
留
め
、
種
々
一
言
葉
を
聾
し
詑
言
し
て
改
宗
を
止
め
け

り
。
貨
に
高
島
氏
の
気
象
抑
し
て
知
る
べ
し
。
と
あ
り
。
或
は
云
ふ
。

諸
宗
の
中
に
も
日
蓮
宗
の
借
徒
は
、
今
世
に
も
か
L

る
徒
多
し
と
い

。
法
筆
法
印
日
翁
億

石
野
氏
筆
記
に
云
ふ
。
太
平
記
理
聾
紗
は
楠
長
俊
の
家
に
停
は
り
、

長
俊
の
末
葉
名
和
松
三
と
い
ふ
者
、
京
都
本
園
寺
の
近
漣
堀
川
遇
り

の
町
屋
に
居
住
し
、
朝
基
之
を
誠
み
た
り
。
法
華
法
印
日
翁
は
本
園
寺

陀
住
居
し
‘
是
も
太
平
記
を
好
ん
で
積
み
た
り
け
り
。
名
和
松
三
目
、

此
香
代
々
相
僻
し
て
吾
に
歪
れ
り
。
貸
借
好
ん
で
太
平
記
を
額
み
給

へ
り
。
此
書
に
秘
侮
あ
り
。
我
が
靭
に
知
る
人
少
く
し
て
絶
え
怠
ん

事
を
歎
〈
。
出
家
は
高
位
高
官
民
も
近
寄
り
給
ふ
も
の
也
。
若
し
園

主
た
ど
に
近
寄
り
給
は
ピ
御
侮
授
候
へ
と
て
、
則
法
印
に
停
授
す
。

然
る
に
共
後
中
納
言
利
常
卿
上
洛
し
給
ひ
‘
本
園
寺
を
ぽ
放
館
と
た

し
、
寺
内
に
滞
在
し
給
へ
り
。
此
時
本
園
寺
の
上
人
被
品
・
嗣
・
上
-
け
る

は
、
拙
備
弟
子
の
内
、
武
家
方
に
御
聞
被
v
遊
専
用
の
事
を
能
く
存
知

罷
在
者
有
ν
之
候
。
御
慰
陀
物
語
を
御
聴
聞
可
議
v
遊
哉
と
被
昌
申
上
-

底
、
則
彼
者
を
欝
召
出
一
物
情
共
御
聴
聞
被
v
成
け
る
に
、
茜
御
意
に

感
じ
‘
金
津
へ
召
連
れ
ら
れ
.
御
明
裁
に
被
v
成
。
泉
野
法
蓮
寺
の
関

山
に
て
‘
大
建
院
櫨
大
借
都
目
翁
大
徳
と
鋭
し
、
絡
に
袋
に
て
漣
化

た
り
。
法
印
理
由
理
紗
の
弟
子
、
伊
藤
外
記
・
小
照
惣
左
衛
門
・
大
橋
新

丞
。
小
原
は
後
入
道
し
て
宗
恵
と
改
め
‘
犬
橋
は
後
入
選
し
て
普
加

ヱ
五




